











小 澤 俊 夫   
グリム兄弟のメルヒ3－ソ集（Kinder，und Hausmまrchen，以下KHMと略  
す）については，1970年代にほいってから，西ドイツのハインツーレレケ  




ほ，今はじめて学問としての客観性を獲得しつつあるとさえいえるであろう。   
レレケの研究によって，KH九1の個々の話の語り手が，かなりの部分にわた  
って特定されるようになった1）。そこで，本稿では，つぎのような問題を検討  




と，話の結末は，語り手の好みとも関係するので同時に調べる。   
グリムの語り手たちには，幾組かの姉妹がいるので，その家庭の系譜を可能  





て，それは別の機会に扱いたい。   
本稿はまずK王iM 第1巻の語り手たちを扱い，以下の葦立てによって進め  
る。   
第1章 ゲィルト家（Wild）の人たち  
第1節 ドルTlヒェこ／（Henriette Dorothea）   
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第2節 グレートヒェソ（Margarete Marianne）  
第3節 リゼツテ（Johanna Elisabeth）  
第4節 ミー（Marie Elisabeth）  
第5節 ゲィルト夫人（Dorothea Catharina）  
第6節 ヴィルト家の誰かから寄せられた話   
第2章／、ツセンプフルーク家の人びと  
第1節 マリー（ルIarie）  
第2節 ジャネット（JohannaIsabella）  
第3節 アマーリエ（Amalie）  
第4節 ハツセソプフルーク家の誰かから寄せられた話  
第1葦 ゲィルー家の人たち  
父はスイスのペルソ出身の薬剤師ルードルフ（1747～1814）で，この一家  
は，カッセル市のマルクト通りで「太陽薬局」Apotheke zurSonneを営んで  
いた。その隣りに，グリムー家が，1805年以来，すなわち，ヤーコプJacobが  
′くりで恩師ザゲィニーの助手をつとめている間に，母がヴィルヘルムWilheIm  







例外なく“ヘッセソ” と記されている。この家の人の語りの聞き書きは，ほと  
んど，ヴィルヘルム・グリムの手でおこなわれた。彼はのちに，1825年になっ  
て，この家の娘で語り手であったドルトヒエソと結婚したのである。  
第1節 ドルトヒエソ1793年5月23日カッセル生れ，1825年ヴィルヘ  
ルム・グリムと結婚，1867年8月22日没。  
1810：44番「煙突掃除夫のふたりの息子」“Die ZweiSchornsteinfegersJun－  
gen”（ゲィルヘルム記録）ふたりの息子が金の卵をみつける。‥島を焼く見ほ  
りをしているうちに，ふたりで鳥の心臓と肝臓を食べる。心臓を食べた者は皇  








には一部に「ヘッセソのシュプァルム地方 Schwalmgegend から」という話  
が加えられている。これはトライザTreysaのフェルディナント・ジーベルト  
Ferdinand Siebertから寄せられたものである。  








が入る。これほドロテーア・フィPマン Dorothea Viehmann が語ったもの  
である。主人公は王女。結婿。  





1812：24番「ホレ婆さん」“Frau Holle”1811年10月13日，カッセルで語  
る。1819年版からほ，ハノーファーHannoverのゴールトマンGeorgAugust  






1812：34番「ハンスのトリーネ」“Hansens Trjne”1811年9月29日，カソ   
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セルで語った。しかし1819年版からほ，ドロテーア・フィーマンが語ったと思  
われる「かしこいエルゼ」“Die kluge EIse”が34番となる。主人公は若い  
妻。なまけ着で破滅。  
1812：36番Ⅱ「テーブルよ食事の用意，金ひりろば，こん棒よ袋から出てこ  
い」“Tischleindeckdich，Goldeselund Knhppelaus dem Sack”1811年10  









1812：46番「フィッチャー鳥」“Fitchers Vogel”ドルトヒェソの語ったも  
のとフリーデリケ・マンネルのそれとの合成。1857年版まで保持される。主人  
公は娘，敵対者は魔法使いで盗賊。  
1812こ49番「六羽の白鳥」‘．Die sechs Schw注ne”1812年1月19日，カッセ  
ルで語ったもの。この話は，1801年にプラウソシュヴアイクBraunschweigで  
出版された「妖精のメルヒェン」“Feen－M畠hrchen”の16番「七羽の白鳥」“Die  










版まで保持されている。 「ルソペルシュテイルツヒェこ／」という名は，1582年  
に7ウグスプルクAugsburgで出版されたヨーハソ・フィッシャルトJohann  
Fichartの「グルガンチェア」“Gargantua”に由来する。主人公は娘，援助   
グリムの語り手たちとそのレパートリー  
者兼課題提出者ほこびと。  





























1815：19番「ひきがえるの話」‘‘M諭rchen von der Unke”第1話は1813  
年1月5日にドルトヒェンが語った話と1飢3年3月11日にその妹リゼッテ・ヴ  
イルトが語った話との合成であった。第2話と第3話の由来ほ不明。主人公   
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ほ，第1話は子ども。死。第2話はみなし子の女の子，第3話ほ子ども。相手  























1810：16番「白いはと」“Die weiL5e Taube”筆跡ヴィルヘルム。1808年に  




1810：30番「盗まれたお金」“Von demgestohlenenHeller”この話は1808  
年にグレートヒェンからヴィルヘルムが聞き書きしたが，1810年にほ手違いで  












1812：4番「ポーリングとトランプ遊び」“Gut Kegel－und Kartenspiel”  
グリム兄弟の本人使用本のメモによれば，これはグレートヒェンから1808年に  
もたらされたものであるが，ねこのエピソードとポーリング，魔法のベットが  
あるだけで， こぁさを習いにいくモティーフほない。主人公ほ若者。求宿昔テ  
ストのきも試し。1819年版からは「こぁさを習いにでかけた若者の話」“Mえr－  




1812．16番「たちまちさん」“Herr Fix und Fertig”この話はホーフHof  
の老曹長タラウゼKra11Seから寄せられたものだホ1812年版の本人使用本  
に，グレートヒコニ：／の名がメモされている。1819年版からほ，「三枚のへびの  
菓」“Die dreiSchlangenbldtter”がこの位置に入り，「たちまちさん」は，  
62番の注に入った。主人公は兵隊あがりの男。  
1812：30番「しらみとのみ」“LailSChen und F16hchen”この話は1808年に  





1812：34番「ハンスのトリーネ」“Hansens Trine”この話はドルtlヒェン  
が1811年9月29日に語ったものだが，1812年版の本人使用本にほ，クレートヒ  
ェソの名のメモがあるので，彼女も知っていたか，語ったものと思われる。い   
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ずれにせよこの話ほ，第2版で，ドロテーア・フィーマンの語った「かしこい  
エルゼ」“Die kluge EIse”にとってかわられた。  
第3節 リゼソテ  
1782年7月11日カッセル生れ，1809年フォン・エシュヴューゲvonEschwe－  
geと結婿。1858年8月30日没。彼女が話を提供したのほ1810年以降である。  
1812：41番「コルべスさん」“Herr Korbes”この話は1810年11月に，ジャ  









1815：19番「ひきがえるの話」。M畠hrchen von der Unke”このうち第1  
話が，ドルナヒェソの項で述べた如く，1813年3月11日にドルトヒエソとリゼ  
ッテが語った話の合成である。  
第4節 ミー  
1794年12月6日カッセル生れ。1812年Robertと結婚。1867年3月3日没。  
彼女ほ1810年以降になって話を寄せた。  
1812：44番「死に神の名付親」“Der GevatterTod’’1811年10月20日カッセ  
ルでこの話を語った。ただし終結部のキティーフは，1819年版においてはじめ  
て，フリードリヒ・グスクープ・シリングFriedrichGustavSchillingの「新  
しい夕べの仲間たち」“Neue Abendgenossen’’（1811年）のなかのある物語か  
らとって入れられた。主人公ほ12人の子持ちの年とった男。死に神から医術を  
学ぶが，結局死に神に負ける。  
第5節 ヴィルト夫人  
1752年5月9日カッセル生れ 旧姓フーパーHubr。1813年9月20日没。  







る。第3版（1837年）以熟 ブルクハルト・ヴアルディスBurkhardWaldis  
（1548年）の「イソップ」“Esop11S”にのっとって書き改められているが，ヴ  
ィルヘルムは「カッセルより」という出所説明を変更していない。  




1812：47番「ねずの木の話」“Von dem Machandelboom”この詰もオッ  
ト・－・・・・ルンゲの方言による記録であるが，1812年版のグリム兄弟の本人使用本  
には，ゲィルト夫人の名がメモとして記されている。  
第6節 ヴィルト家の誰かから寄せられた話  
1810＝11番「兄と妹」“DasBrilderchenunddasSchwesterchen”この話は  
ゲィルヘルムが，ヴィルト家の誰かから聞き書きした。1812年版からは15番  









1810：17番「三人の王子」“Die dreiK6nigss6hne”これはゲィルト家の  
かの話をヴィルヘルムが聞き書きしたもの。1812年版でほ64番「おろか著のこ  
と」“Von dem Dummling”のⅢとして入ったが，1819年版からは，63番に  
はドロテーア・フィーマンの話「三枚の羽根」が入り，64番にほ1812年に64番  
のⅣだった「金のがちよう」が入る。   
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1810：25番「王女と魔法をかけられた王子。蛙の王さま」“die K6nigstochT  
ter und der verzauberte Prinz．Froschk6nig”ゲィルヘルムが，おそらく  
ヴィルト家の誰かの口伝えしたものを聞き書きした。1812年版以降，つねに1  
番におかれている。「蛙の重さま，または鉄のハイソリ ヒ」“Froschk6nig  
OderdereiserneHeinrich”蛙のいう詩形のせりふ「王女さま，末の方・・・・・・」  
は，フリードリヒ・ダゲィド・グレークーが，その雑誌プラグール Bragur  
（Ⅲ，1794．241ページ以下）で，また，アヒム・フォン・アルニムとクレメン  







第1章のまとめ   
以上の講話を，保持された度合いによって分類すると，次の如くである。ま  
ず分類規準とその記号を明らかにしておく。   
A なんら手を加えられず，最初の聞き書きのまま1857年版まで保持された  
もの。   
B 手は加えられたが，1857年版まで保持されたもの。   
C 手を加えられたが，1819年（第2）版では姿を消したもの（1812年版ま  
でしか採録されなかったもの）。   
D1812年（初）版に採録されなかったもの。   
E 本文にも注釈にも記録されていないが，1812年版の本人使用本に名がメ  
モとして記されているもの。   
















1812：34「ハンスのトリーネ」C フィーマンの話と交代。若いなまけ者の  
妻の破滅。  
1812：36m「テーブルよ……」C 1819年版でほ1812年阪で36だったジャネ  
ットの話が36となる。若者，冒険雷。  
1812：39Ⅰ，Ⅱ。Ⅲ「こびとたち」B，こびと，くつ屋，女中，若い妻。  
1812：46「フィッチャー鳥」B ただし1812年版からすでにフリーデリケ・  
て∵／ネルの話との合成。娘，魔法使いで賊。  
1812：49「六羽の白鳥」 B 6人の兄と妹，魔女であるまま母。  
1812：55「ルソベルシュテイルフヒ・コここ／」Ii1812年紋ですでにハツセンプ  
フルークの誰かの話との合成。娘。  
1812：56「いとしいローラント」B まま放と恋人。結婚。  
1812：65「千まい皮」B 王女。父重からの求婚。王との結婿。  
1812：76「なでしこ」E メモとして名がでるだけ。  
1815：2「歌いおどるひばり」B ジーベルトの詰もとり入れてある。末  
娘。再発見で結節。  
1815：16「みそさぎいとくま」E フィーマンの語った「みそさざいとくま」  
ほ1857年版まて保持されている。  
1815：19「ひきがえるの話」I E 妹リゼットの話との合成。子ども。死。  
グレートヒユ・ン  
1810：2「ねことねずみのこと」B ねことねずみ。  
1810：4「まごころのある名付親すずめ」 B1819年以降，フィーマンの  
話の万が中心になって再構成。すずめ。仇討ち。  
1810：16「白いはと」C ハツセ／プフルークの誰かの話と交代。末の王子   
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＝親指小僧。結線。  
1810：30「盗まれたお金」C ハクスい、ウゼンの誰かの話と交代。死んだ  
子。  
1810：34「マリアの子」B 娘。  
1810：45「白鳥王子」C 「鉄のストープ」と交代。娘と呪われた王。結婚。  
1812：4「ポーリングとトランプ遊び」E 貧しい若者。王女と結婿。  
1812：16「たちまちさん」E 兵隊あがりの男。  




1812：41「コルペスさん」王… にわとり，猫  など。  
1812：55「ルソペルシュテイルツヒェソ」B 粉屋の娘，こびと。名当て。  
1815：19「ひきがえるの話」I B はじめからリゼツテとドルトヒェンの  
含乳。子ども，死。  
ミ ーー  
1812：44「死に神の名付親」B1819年版から終結部にシリングの物語を使  





1812：19「漁師とその妻」D 注釈に。  
1812：47「ねずの木の話」E 子ども，死からの再生。  
ヴィルト家の誰かからの話  
1810：11「兄と妹」B ヘンゼル，グレーテル。魔女。  
1810：13「おろか者」D1812年版，64Ⅲの注。  
1810：17「白人の王子」C1819年版でフィーマンの話と交代。  
1810：25「王女と魔法をかけられた王子，蛙の王さま」B 王女，娃姿の王   
グリムの蔓り手たちとそのレパートリー  





ない。   
ドルトヒエソ17話中 B＝10，C＝5，E＝2   
グレートヒエソ10話中 B＝3，C＝3，E＝4   
リゼッテ 3話中 B＝3   
ミー 1話中 B＝1   
ゲィルナ夫人 4話中 B＝2，D＝1，E＝1   



















1飢2：4「ポーリングとトランプ遊び」貧しい若者と王女。   
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ヴィルト家の誰かからの話  
1810：25「王女と魔法をかけられた王子，蛙の王さま」王女と呪われていた  









第2章 ハツセンプフルーク家の人びと   
父親はヨハネスJohannes（i755－1834）ドpルハイム Dorheim生れ。ヘ  
ッセン選帝候の官吏で，のちに政府首相となった人。母親はマリーア・マグダ  




である2）。   
一家はグリムー家がかつて住んでいたハーナウHanauに住んでいて，1799  
年iこカッセルヘ移住してきた。長女はマリーMarie（1788年12月27日，アルテ  
ンハースラウ生れ，1814年フォン・ダルヴィク VOn Dalwigk と結婚。1856  
年11月10日没）次女はジャネットJeanette（JohannaIsabella1791年6月28  
日八一ナウ生れ1860年6月12日没），長男ハンス・ダニエル・ルート ヴィヒ  
Hans DanielLudwig（1794年生れ，1862年没），三女アマーリエ Amalie  








































う。彼女ほ本質的に，どこかかわいらしくて，りこうなところがあります。そ   
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して，彼女が言ったところでは，たしか，テオ／てルトと親戚です。ぼくぼ彼女  
にもメルヒエソをお願いしました。もしあなた方がふたりでいっしようけんめ  




して，会うたびにばくほびっくりしてしまいます。」   
このマリーが語った話が，ヘルマン・グリムHerman Grimm（グィルヘル  






第1節 マリー  












る。その後の版においてゲィルヘルムは，ペローの「いばら姫」“La belle au  
bis dorユnarlと”（1697年）にならって整えている。しかし，ヤーコプの聞き書  
き自体，すでに，ペローの話とに重要な点で一致していた。1857年版まで保  
持。王が国中のあらゆる紡錘を焼き捨てさせるモティーフほ，ルートヴィヒ・  
ウーランt・Ludwig Uhlandのバラード「メルヒエソ」“Mまrchen”からの借   






















のハインリヒ・レーオボルト・シュタインHeinrich LeopoldSteinから寄せ  
られた話によってつくりかえられた。1857年版まで保持されている。主人公は  
娘。殺されたのち結嬉。  
1812：1番「蛙の王さま，あるい【ま鉄のハイソリヒ」“Der Froscilk6nig odeT  
der eiserne Heinrich”1813年3月8日，マリーはカッセルで，「蛙の王子」  






た，もっと大きな話と合成され，1857年版まで保持されている。ともに，「マ   
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イン河地方より」とメモが付けられているので，マリーが子どもの頃聞いた話  
と思われる。主人公ほ兄と妹。呪いののち結婚。  




1812：75番「フェニックス鳥」“VogelPbと〉nix”1812年2月10臥 マリーが  
この話を仲介してグリム兄弟に提供した。主人公は少年。援助者はフェニッ ク  
ス鳥。1819年版で消え，グリム兄弟自身による注釈書に入れられた。1819年版  
からほ，ドロテーマ・フィーマンの「ツゲエールンより」とメモされた 「三  








1812：85番b「王女のしらみ」‘‘Prinzessinmit der Laus”1811年4月18日マ  
リーが語ったもの。1819年版では消え，鑓番には，1812年版で63番だった「金  
の子ら」“Goldkinder’’が入った。語り手はフリーデリケ・マンネル Friede－  









ヒ・ティーク LudwigTieckのメルヒエンドラマ「小さな赤ずきんの生と死」  
“Leben und Tod des kleinen Rotk畠ppchens”のいくつかの要素の影響がみ  
られるとのことである。   
グリムの語り手たちとそのレパートリー   
第2節 ジャネット  
1791年6月28日ハーナウ生れ，1860年6月12日没。  








説集』“Kleine Romane”の第5巻（1790年，ライプツィヒ）の話にもとづい  
ている。ところがシュルツの話はフランスのマドモアゼル・ド・ラ・フォルス  







1812：33番「長ぐつをほいた猫」“Der gestiefelteKater”この話は1812年  
秋，ジャネットがカッセルで語ったもので，1812年版にほこの位置に収められ  
たが，シャルル・ペローの「長ぐつをほいた猫」“Chat bott6”によることが  
余りに明白であったため，1819年版では削除された。1812年版の注釈におい  
て，すでに，グリム兄弟はペローとの類似を意識していた。注釈には次のよう  






dem Tischlein deck dich，dem Goldeselund dem Kndppelin den Sack”  
1812年秋，ジャネットがカッセルで語ったもの。（「ヘッセンより」）ただしこ  
れは，へソシェルの「こうのとり老嬢」の話を下敷きにしているとのことであ   
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る。1857年版まで36番で保持されている。  
1812：66番「フルレプルレプッツ」“Hurleburlebutz’’1812年9月29臥 ジャ  
ネットがカッセルで語ったもの。彼女はこの話を子どもの頃ノ、－ナウで聞いた  
とのことである。1819年版では削除され，多分ハンス・ルードルフ・フォン・  
シュレークー・Hans Rudolf von Schrdterから寄せられた「うさぎの花嫁」  
“H云Sichenbraut”と交代した。主人公は呪われて狐になっていた王子。王女  
と結婚。  
1812：67番「王さまのライオン」“Der K6nig mit dem L6wen”1812年夏，  
ジャネットがカッセルで語ったもの。（「ヘッセンより」）。1819年版からは「12  
人のかりゆうど」‘‘Die zw61fJまger”と題名が変更されたが，内容はほとんど  
不変。1857年版まで保持されている。主人公は忘れられた王女。王子と結婚。  
















なし」“Die wunderliche Gasterei”となるが，内容は多少手が入れられた程  
度。しかし，第3版（1837年）では，43番に「トルーデおばさん」“FrauTru－  
de’’が入り，これほ消えた。トルーデの話は，1823年に出版されたマイヤー・  
テディ MeierTeddyの詩「小さないとこといレーデおばさん，うばのおとぎ  
















Martinus Montanusの話（1557年頃のもの）に手入れしたものも加えて，同  
名の話とした。1857年版まで保持されている。仕立屋の若者。  
1812：29番「三本の金髪をもった悪魔」“Von dem Teufelmitdreigolde－  




1B12こ42番「名付親殿」‘‘Der Herr Gevatter”1812年2月10日にアマーリ  
エが謡ったものを，同年9月12日になって書きつけたもの。第3版（1837年）  
では，ルートヴィヒ・アクアMバッハLudwig Aurbachの「青少年のための  
読みもの」“BtlChlein fur dieJugend”（1834iF）に従って補足している。そ  
して1857年版まで保持されている。  
第4節 ハツセンプフルーク家の誰かから寄せられた話。（聞き書きほす  
べてヤーコプによる）。  
1810：21番「つく小みひげの王さま」“K6nig Drosselbart”「マイン河地方か  
ら」というメモがあるので，ハツセソプフルークの誰かがハーナウ時代に聞い  
た話を語ったものと思われる。1812年版では，ドルトヒェソがカッセルで語っ  
た話の終結部を使って補足している。つぼをこわし，妻に恥をかかせたのがつ   




る。主人公は王女。相手はつく0みひげの王。結婚及びそれ以降のこらしめ話。   
こらしめ話の部分はヤーコプの筆跡でほあるが，ノ、ツセソプフルーク家の人  
の話であるかどうか，確定的でほない。  













1810：27番「金のがちよう」“Goldne Gans”末尾に「口伝え」と記されて  
いる。1812年版では64番「おろか者」の第4話として採録されたが，1819年版  
からは64番として独立に，「金のがちょう」“Die goldene Gans”という題名  
を与えられた。「パーデルポルソより」と記された，おそらく′、クストハウゼ  
ソ家から寄せられた話と合成されている。  
1810：29番「へソデ氏」“Herr Hまnde”これは相手をだましては金をまきあ  
げていく男の話だが，1812年版では61番「たちまち金持ちになった仕立壷」  




1810：32番「金のおじか」aGoldner Hirsch’’ヵッセルでヤーコプが，ハツ  
センプフルークの誰かから聞き書きした断片である。1812年版では11番「兄と  
妹」の注釈において紹介されたにすぎない。その11番ほ1811年3月10日にマリ   
グリムの語り手たちとそのレパートリー  
＿・ノ、ツセソプフルークが語ったものである。  










る。それはアンドレアス・シューマッハー AndreasSchuhmacherによって  
再話されたものであったらしい。  




Christoph MartinWielandが“PrevonteoderWilnSChe”という題で1778～  
1779年にこれと同じタイプのメルヒェンをフランス語の話から再話している。  
そのために1819年版には入れられなかったのであろう。  
1812：61番「たちまち金持ちになった仕立屋の話」“Von demSchneider，  




1812：84番「おしゅうとさん」“Die Schwiegermutter”1811年4月18日に  
ハツセンプフルークの誰かが語ったものだが，話の後半が欠けた断片で，グリ  
ム兄弟自身が，すじを補っている。主人公は若い王女。敵対者ほ女王。1819年  
版では採録されず，84番には「ハンスが結婚する」“Hans heiratet”が入り  
1857年版まで保持された。それは，1667年にライプツィヒ Leipzigで出版さ  
れたヨハネス・プレトーリクスJohannesPraetoriusの「魔法のむち」“W（1n－  
SChelruthe”からとったものである。   
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1810：14「仕立屋の親指小僧」B 若者。冒険語。  
1飢0：19「いばら姫」B 王女。結婚。  
1810：41「盗敗績」B 娘。盗鞍賭。捕えられる。  
1810：43「白雪姫」B 王女。結婚。  
1糾0：47「水の精」B 男の子と妹。水の精の手から逃れる。  
1812：1「蛙の王さま」B 王女と呪われていた王子。結婚。  
1812：11「兄と妹」B 兄と妹。妹は王と結婚，兄も幸せにくらす。  
1812：31「手なし娘」B 娘。結婿。  
1812：75「7コ＝ニックス鳥」C ドロテーア・フィーマンの「三木の金髪を  
もつ悪魔」と交代。  
1飢2：糾「かじ星と悪魔」C「陽気な兵隊」（語り手不詳）と交代。  
1812：85b「王女のしらみ」C フリーデリケ・マンネルの「黄金の子ら」  
と交代。  
1815：70「黄金のかぎ」B 若いきこり。  
1812：26「赤ずきん」B 娘。  
ジャネット  





1812：33「長ぐつをはいた猫」C 猫と男の子。結婚  
1飢2：36I「テーブルよ…」B 仕立星の3人息子。修業乱  
1812：66「フルレプルレプッツ」C シュレークーの「うさぎの花嫁」と交  
代。王女と呪われた狐（王子）。結婚。  
1812：67「王さまのライオン」B（題名変更）王女。結婚。  
1812：70「オーカーーーコー」C ハクスい、ウゼン家の「三人の幸運児」と交代。  
王女。王子と結婚。  
1812：76「なでしこ」C ドロテーア・フィーマンの同名の話と交代。王子   
グリムの語り手たちとそのレパートリー  




1812：13「森の3人のこびと」B まま娘。結婚。  
1812：17「白い蛇」B 召使い。王女と結婚。  
1812：20Ⅱ「勇敢な仕立屋」 B 仕立星。  
1812：29「三木の金髪をもった悪魔」C 若い木こり。王女と結婿。  
1別，2：42「名付親殿」B 貧しい男。  
ハツセンプフルーク家の誰か。  
1810：21「つぐみひげの王さま」B 王女。王と結婚。それ以降のこらしめ  
話。  
1810：6「狼」B チャぎ。狼の窯。  
1810：12「親指小僧」D 親指小僧。  
1810：15「おろか者」D おろか者。  
1810：27「金のがちよう」B ぬけさく。王女と結婚。  
1810：29「へンデ氏」D うそつき男。  
1810：32「金のおじか」D 兄と妹。  
1810：39「よい膏薬」C おろか娘。  
1810：40「三羽のからす」B（「七羽のからす」として）娘と兄たち。救済。  
1812：54「おろか著ハンス」C おろかな若者。王女と結婚。  
1812：61「たちまち金持ちになった仕五里の話」C フィーマンの話と交  
代。仕立崖  
1812：84「おしゅうとさん」C1667年の本からの話と交代。若い王女。  




ずきん」である。マリーがいかに重要な語り手であるかがわかる。   
ジャネット 9話中 B＝4話，C＝5話   
小 澤 俊 夫   
アマーリェ 6話中 B＝4話，C＝2話。  








逃すことのできないことである。   
また，主人公とその結末をみても，明瞭な憤向がみてとれる。王女（娘）と王  
子（若者）との結婚というタイプをあげると   
マリー13話中 5話。   
ジャネット 9話中 6話。   
アマーリュ 6話中 3話。   
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